
京都工芸繊維大学同窓会近畿支部セミナー講演会 
 

講演テーマ                                     日程；平成３０年１２月８日 、     会場；京都工芸繊維大学工繊会館 

                                       主催；京都工芸繊維大学同窓会 近畿支部  

 

講師；杉本 一郎、日本茜研究会代表、かさや儀平代表 

(昭和49年、繊維学部・繊維工学科卒業)                                         

   谷垣 弘明 谷垣商会代表、元アヤベテキスタイル㈱代表取締役                                                     

               (昭和43年、繊維学部-製糸紡績科卒業)  

安土 行博 ㈱イービーアイ 取締役会長                                                

（昭和48年、工芸学部機械工学科卒業） 

 

１、セミナー開催の経緯 

我校を卒業された３名の方々が日本茜原料の栽培、布、皮等の染色、それらを加工する製造のトライアングルを通じて、事業創造、伝統・

文化復刻について着手され、いい進展がみられてきています。一致努力され、極めて珍しいケースと見受けます。５回シリーズでセミナー

を開催され、その完了を待って、近畿支部のセミナーとして12月8日に開催致しました。テニスの松岡修造様がテレビ朝日の番組で、杉

本様との対談に東京からこられ、11 月 22 日に収録をされています。今後の予定では、来年 2 月には東京ビッグサイトでギフトショウ出

展。その後、海外でも同様の展示もあり得るようなお話も出てきています。評判が拡がりつつある一番いい時期にセミナー開催となりまし

た。 

 講師の杉本一郎様、事業に参加されています同窓の谷垣弘明様、安土行博様がご出席です。福岡県から日本茜の復活、開発をされてきま

した飯塚の活性化委員会の、武藤俊道様、藤井九州男様が出席来られています。茜全般にお詳しいと思います。そして、京都で杉本様の染

色の師匠の染色家の山本明様が出席。東京からアメリカ展示事前評価の下見の目的で和Art Gallery社 林祥子様 

 

２、講演者及び事業推進者                           ３、見学者 

  杉本一郎様             谷垣弘明様          安土行博様          林 祥子様 

セミナー開催前の部屋の状況 ・ 壁際に35枚のパネルを展示 

３、事業を応援頂いています皆様            ４、昼食会 

武藤 俊道様           山本 旭様                 

５、展示されましたパネルを下記致します 
 

 

 

 

 

 

 

 
  日本古来の赤い色を取り出すために、植えた茜の苗       色素成分を持った根から抽出 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

日本茜は正倉院御物の復元などに必要なものです。有名な、紅花とか蘇芳（すほう）はその後の時代に使用されたものでした。奈良時

代、それ以前の染色の赤色は日本茜で染められている古くは吉野ケ里遺跡で出土した絹の端布に日本茜の色素が使 

われています 

魏志倭人伝にこうしたものが送られたと記録があり、これが紅すなわち赤のところが日本茜で染まっている。 

上記の御嶽社の鎧（よろい）で今は国宝です。白いところは明治時代に出来たところの化学染料が、劣化して色が落ちたところです、

赤い色のところは日本茜で、色落ちもなくすごいなと言えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

挿木で栽培した茜はうまくでき、染色テストもできいろんな染め方もできてきた。これらを加工した高付加価値商品を試作中 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 時代的に言うと黒船が来航して間もなく、日本は鎖国していたのでそれまで日本の船は日本のことを記す（しるす）必要はなかったので

す。黒船が来た時期には、海外のいろんな国の船が日本近海に来ています。これらの船にその国の印を付けています。その当時徳川時代に、

島津斉彬（なりあきら）様が行敬の時に、舟に印をしないといけないとのことで「日の丸」を提案されました。なかなか使える赤がなくて、

九州福岡で茜染をされている人がおられ、その方の技術で日の丸を作られました。これが元で今日の日の丸になっていったとのことです。

日の丸の赤は元々日本茜で染められていますとの歴史があります。展示している中に日の丸の額があります。これは昭和54年頃に福岡県

飯塚の方がもう一度作ろうとの事で復元されました。復元されたものがその当時の総理大臣の小泉様の方へ贈呈されているのです。その時

に一緒に造ったのが展示しています額です。見て頂いたらわかりますが、今の日の丸は全て白い布地に赤い色をプリントしているプリント

染です。元々は白い布地に円形を切って、赤く染めた布地を円形に切って縫い付けているので、今の旗の作り方とは違っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 日本茜染はテキスタイルだけでなく、牛革や、又ハンドクリームや、

リップクリームに茜を載せたりとかしています。それは何故かと言うと、漢方薬に、婦人病に効くとかで使われており、それから言ってハ

ンドクリームにも使用とのことです。和紙に色付けをといったことも可能と言って、そういう展開も今やっております。 

いろんな商品で追いかけていけば事業は拡大し、茜の畑はどんどん要るのです。日本茜の栽培は高付加価値の農作物としてやっていける可

能性があります。それをお米の収益に対して３倍とか４倍とかの収益を見込める可能性があるのです。これがうまくいけば、農家さんも代

をつないで農業をやっていける可能性が出てくるのです。なんとかそういう需要を創り、売っていくことによって、農業も、染色工芸も、

工業もより活性化する流れができるのではないか。 

 日本茜は単なる多年草の草です。春芽が出て冬になったら枯れる。作業の際に体に引っ掛かるいやな草なのです。しかし、これを１０月

２４日に大阪府忠岡町が茜を地域産業資源農産物の一つとして登録されました。京都府福知山市においても話が進んでいます単なる草が

今は農作物という形に変わっているのです。この農業、染めの工芸、そして軽工業、この三つを連携させて事業が成り立っていけば、日本

茜の文化をもう１回作っていけるということです。 代替わりで事業を継続出来たら文化の復刻です。 

この３年物の茜は１株で70g位、うまくできたら100ｇ位にはなります。ジーンズ１本染めるのに１ｋｇから1.5ｋｇ、田んぼは3反で

3年に１回収穫するのですけれど農家さんの収益を最低でも100万円にしたいと思っている。それぐらいの需要は作れると想定している。



ちなみに米では３反で15万円位あるかないかであり、茜は高付加価値が予想されます。しかし、収益はいいが手間はかかります、茜堀り

とか機械化などはい必要です。又１年間に 100から 150本売れれば栽培地は３反必要となります。ちなみに米栽培では３反で１５万円で

あるかないかですが、この茜栽培では、収益を最低 100 万円にはしたいと思っています。又、それくらいの需要は作れると想定していま

す。まだまだ省力化の課題はありますが・・・・・・  

 

今年になってから、市場でかなりにぎやかになってきました。 

６月に雑誌七雄に取り上げられ、京都新聞、読売新聞、南丹日々新聞にも取り上げられました。

それと丁度サミットの一番忙しい準備の日にテレビ朝日がテレビの録画撮りをされました。 

 

 

放映日 ：１２月３０日  

テレビ局：テレビ朝日 ６チヤンネル 

番組名 ：サンデーLIVE（５時 50分～８時 30分 ） 

コーナー：TOKYO 応援宣言 

(６時 30分～７時 00頃予想）  
 松岡修造氏の番組みの“できる宣言”コーナー に出演されます 

 

松岡修造さんがオリンピックの応援で一言があるのですけれど。こういうパネル

に書かれた宣誓文を言わされました。「世界の人の心に茜の花をさかせよう」ここ

にあるのが茜、茜を顔料にして絵具にして書いてくれたものです。松岡さんにこの

たびの商品を見せましたらジーンズはたちまちほしい。私のサイズにピッタリと言

われ面白い掛け合いで収録をさせて頂きましたとのことです。 

 

 

今後の予定は上記との説明がありました。 

当初からの目標は

２０２０年のオリ

ンピックの際に花

火をあげ、事業を発

信させていく、それ

が将来的に文化を

となって行けばと

の説明でした。 

 

 

 

 

下記の紹介がありました 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

今回の事業化へ参加頂いておりますご出席者を紹介頂きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （注）掲載資料、写真は茜研究会様から許可を頂いております。コピー、流用、引用、転記は禁止です。 

                                

                                     （記録：京都工芸繊維大学同窓会近畿支部 河島博） 


